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メ
ー
ル

配
信
登
録

誰
も
が
住
み
た
い
安
ら
ぎ
と
活
力
に

�

あ
ふ
れ
る
ま
ち　

北
茨
城

～
す
べ
て
の
人
が
輝
き
、
幸
せ
を
実
感

�
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
～

　

３
月
３
日
、第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、

豊
田
市
長
は
令
和
２
年
度
の
市
政
運
営
の

考
え
方
と
重
要
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
施

政
方
針
」
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に

つ
い
て
、第
５
次
北
茨
城
市
総
合
計
画（
５

ペ
ー
ジ
参
照
）
の
６
つ
の
基
本
目
標
ご
と

に
紹
介
し
ま
す
。

震
災
復
興

　

未
曾
有
の
大
震
災
か
ら
９
年
の
歳
月
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
議
会
、
市
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

で
、
日
本
一
早
い
復
旧
と
復
興
を
進
め
ら

れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
年
は
復

興
創
生
期
間
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す

が
、
自
然
災
害
等
へ
の
備
え
を
よ
り
強
化

し
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

残
る
復
興
事
業
の
総
仕
上
げ
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

第
１　

市
民
が
主
役
の
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り

◆
高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の
日
常
生
活
の

移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
市
巡
回
バ
ス
や
地
域
交
通
利
用
券
助

成
事
業
（
タ
ク
シ
ー
券
）
な
ど
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
更
に
高
齢
化
等
に

よ
り
運
転
免
許
を
返
納
す
る
市
民
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
地
域
公
共

交
通
会
議
」
な
ど
を
通
じ
て
、
公
共
交
通

の
あ
り
方
に
つ
い
て
継
続
的
に
検
討
し
ま

す
。

◆
市
民
に
最
も
身
近
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
住
民
票
や
所
得
証
明
書
等
の
交
付
に

つ
い
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
交
付
を
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
本

年
６
月
か
ら
導
入
し
、
市
民
の
利
便
性
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
コ
ス
ト
の
縮

減
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
市
税
に
つ
い
て
は
、
公
平
公
正
な
課
税

を
行
う
と
と
も
に
説
明
責
任
を
十
分
に
果

た
し
て
き
た
結
果
、
市
税
徴
収
率
は
96
・

２
％
ま
で
向
上
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
納

税
意
識
の
向
上
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

　
第
２　

誰
も
が
元
気
で
、
み
ん
な
で
支
え

あ
う
ま
ち
づ
く
り

◆
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
り
健

康
で
生
活
す
る
た
め
に
は
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
疾
病
予
防
が
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

各
種
健
康
教
室
を
開
催
し
、
さ
ら
に
健
康

状
態
の
改
善
や
健
康
に
対
す
る
意
識
向
上

を
目
的
に
、
食
生
活
改
善
推
進
員
な
ど
と

連
携
し
て
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

◆
「
が
ん
」
は

国
民
の
２
人
に

１
人
が
罹
患
し

て
い
る
現
状
で

あ
る
こ
と
か

ら
、
検
診
の
重

要
性
の
周
知
や

受
診
確
認
等
を

継
続
し
て
行
い
、

受
診
率
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

◆
母
子
保
健
で
は
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
拠
点
と
し
て

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
16

ペ
ー
ジ
参
照
）
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
の

母
子
保
健
事
業
に
加
え
、「
産
前
産
後
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
や
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
を

新
た
に
開
始
し
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
で
は
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
整
備
と
家
庭
や
子
育
て
に

夢
と
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

構
築
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
令
和
２
年
度

を
初
年
度
と
す
る
「
北
茨
城
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
保
育

所
や
認
定
こ
ど
も
園
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
市
独
自
で
実
施
す
る
出
産
祝
金
や
子

育
て
世
帯
応
援
商
品
券
の
支
給
と
保
育
料

の
第
２
子
以
降
無
料
化
を
継
続
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
７
期

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
や
生
き

令
和
２
年
度

施 

政 

方 

針

が
い
づ
く
り
、
認
知
症
対
策
な
ど
要
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

第
３　

ふ
る
さ
と
を
想
う
教
育
、
文
化
の

ま
ち
づ
く
り

◆
磯
原
中
学
校
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
４
月
の
移
転
開
校
に
向
け
て
校

舎
・
屋
内
運
動
場
・
柔
剣
道
場
の
本
体
工

事
お
よ
び
附
帯
工
事
等
を
着
実
に
進
め
ま

す
。
ま
た
、
小
中
学
生
の
防
犯
や
不
審
者

対
策
の
一
環
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
の
計

画
で
全
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
順
次
設
置

し
ま
す
。

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て

は
、
施
設
・
設
備
面
で
の
経
年
劣
化
に
よ

る
更
新
の
必
要
性
に
加
え
て
、
防
災
機
能

を
併
せ
持
つ
施
設
と
し
て
、
市
役
所
に
隣

接
す
る
民
有
地
を
取
得
し
て
建
設
を
進
め

ま
す
。

◆
学
校
給
食
費
の
無
償
化
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
本
年
学
校
給
食
会
が
食
材

費
の
高
騰
に
よ
り
増
額
す
る
給
食
費
の
個

人
負
担
分
に
つ
い
て
、
増
額
相
当
分
を
助

成
す
る
こ
と
と
し
、
今
後
も
段
階
的
に
無

償
化
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

◆
「
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
た
め
、
陶
芸
体
験
や
優
れ
た
芸
術
文

化
の
創
造
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
東
京
藝
術
大
学
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
小
中
学
校
児

童
・
生
徒
の
豊
か
な
創
造
力
、
思
考
力
な

ど
を
養
う
と
と
も
に
、
市
内
外
の
芸
術
家

た
ち
の
創
作
活
動
や
作
品
展
示
を
行
い
、

新
た
な
交
流
・
関
係
人
口
の
創
出
に
努
め

ま
す
。
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◆
昨
年
開
催
さ
れ
た
茨
城
国
体
の
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
で
は
、
全
国
か
ら
数
多
く
の

方
が
訪
れ
る
と
と
も
に
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
に
よ
る
白
熱
し
た
試
合
展
開
で
大

変
な
盛
り
上
が
り
と
な
り
、
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
も
非
常
に
深
ま
っ
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
大
会
開
催
の
レ
ガ

シ
ー
と
し
て
、
市
民
の
健
康
増
進
、
体
力

づ
く
り
、
相
互
交
流
等
を
推
進
す
る
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
充
実
や
新
た
に
市
が
主

催
す
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
大
会
の
実
現

を
図
る
な
ど
、
よ
り
一
層
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

第
４　

安
ら
ぎ
と
利
便
性
が
高
い
ま
ち
づ

く
り

◆
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
人
口
減
少
で
社

会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
現
在
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定
か
ら

10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
た
め
、
長
期

的
・
総
合
的
な
土
地
利
用
な
ど
の
将
来
像

と
そ
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を

示
す
、
新
た
な
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
し
ま
す
。

◆
北
部
幹
線
道
路
に
接
続
す
る
国
道
６
号

勿
来
関
本
バ
イ
パ
ス
は
、
そ
の
路
線
が
開

通
す
る
こ
と
で
隣
接
市
と
の
広
域
的
な
防

災
機
能
の
強
化
や
救
急
・
災
害
・
医
療
等

の
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
さ
ら
に
産
業

経
済
活
動
の
活
性
化
等
で
大
き
な
効
果
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
茨
城
・
福
島
両

県
の
40
の
民
間
経
済
団
体
で
構
成
す
る
組

織
が
要
望
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
早
期
開

通
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
官

民
が
連
携
し
て
事
業
促
進
の
た
め
に
要
望

活
動
等
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

◆
建
設
中
の
磯
原
中
学
校
に
隣
接
す
る
駅

西
停
車
場
・
豊
田
線
に
つ
い
て
は
、
通
学

路
と
し
て
の
役
割
や
県
道
北
茨
城
イ
ン

タ
ー
線
か
ら
Ｊ
Ｒ
磯
原
駅
に
直
接
ア
ク
セ

ス
す
る
な
ど
、
利
便
性
の
向
上
と
災
害
時

の
輸
送
路
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

か
ら
、
早
期
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

◆
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
華
川
浄
水
場

の
土
木
構
造
物
等
の
工
事
が
完
了
し
、
本

年
は
残
る
機
械
設
備
や
場
内
配
管
等
の
整

備
を
実
施
し
、
年
度
末
の
工
事
完
了
に
向

け
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

第
５　

人
と
地
球
に
や
さ
し
い
安
全
な
ま

ち
づ
く
り

◆
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
て

は
、
昨
年
10
月
１
日
に
施
設
建
設
と
施
設

稼
働
後
の
管
理
を
担
う
「
高
萩
・
北
茨
城

広
域
事
務
組
合
」
が
設
立
し
ま
し
た
。
両

市
の
将
来
予
測
を
踏
ま
え
た
適
切
な
施
設

規
模
と
す
る
こ
と
や
、
適
切
な
排
ガ
ス
処

理
、
焼
却
管
理
を
行
う
こ
と
で
自
然
環
境

の
保
全
に
努
め
る
施
設
に
す
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
も
速
や
か
で
安
定
的
な
施

設
稼
働
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
施
設

の
強
靭
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
積
極

的
な
資
源
回
収
の
推
進
と
焼
却
時
に
生
ず

る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
な
ど
循
環

型
社
会
の
推
進
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利

用
を
図
り
ま
す
。
施
設
整
備
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
国
の
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交

付
金
に
加
え
て
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税

を
最
大
限
活
用
で
き
る
よ
う
取
組
ん
で
き

た
結
果
、
対
象
と
な
る
施
設
整
備
費
に
つ

い
て
１
１
８
億
円
の
補
助
金
を
活
用
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
か
ら
、
土

地
造
成
な
ど
事
業
が
本
格
化
し
ま
す
の

で
、
市
民
生
活
に
大
き
く
関
係
す
る
こ
の

一
大
事
業
の
完
了
に
向
け
て
、
全
身
全
霊

を
傾
注
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

◆
近
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
規
模
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害

が
、
全
国
各
地
で
毎
年
発
生
し
て
お
り
甚

大
な
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
市
民
の
命

を
守
る
こ
と
が
行
政
の
最
大
の
責
務
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
、
関
係
機
関
、
行
政

が
連
携
し
、
災
害
時
に
迅
速
か
つ
的
確
な

活
動
の
体
制
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
相

互
間
の
緊
密
な
協
力
体
制
を
一
層
強
化
し

ま
す
。
併
せ
て
、
緊
急
情
報
を
伝
達
す
る

防
災
行
政
無
線
の
的
確
な
運
用
を
行
う
と

と
も
に
、
防
災
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
拡
大
を
図
り
、
災
害
情
報
を
確
実

に
伝
達
し
て
い
く
よ
う
努
め
ま
す
。ま
た
、

情
報
伝
達
手
段
の
多
様
化
も
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
の
防
災
ア
プ
リ
登

録
推
進
や
、
情
報
取
得
が
困
難
な
浸
水
区

域
内
に
居
住
す
る
高
齢
者
世
帯
等
に
対
し

て
、
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
ま
す
。

◆
消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
複
雑
多
様
化

す
る
災
害
や
緊
急
事
態
等
へ
の
迅
速
な
対

応
と
一
元
化
に
よ
る
的
確
な
対
応
を
図
る

た
め
、
茨
城
消
防
救
急
無
線
・
指
令
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
が
、
本
年
よ
り
３
年
間

で
実
施
す
る
最
新
の
指
令
シ
ス
テ
ム
更
新

に
あ
た
り
、
運
営
協
議
会
を
構
成
す
る
各

消
防
本
部
で
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

◆
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
購
入
か
ら
使

用
耐
用
年
数
が
経
過
し
て
い
る
救
急
車

を
、
高
度
救
急
処
置
用
資
機
材
搭
載
型
高

規
格
救
急
車
に
更
新
し
、
救
命
率
の
向
上

と
救
急
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

第
６　

創
意
に
満
ち
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り

◆
令
和
元
年
９
月
４
日
、
本
市
に
存
在

す
る
歴
史
的
か
ん
が
い
施
設
「
十
石
堀
」

が
、
県
内
で
初
め
て
と
な
る
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

約
３
５
０
年
前
に
開
拓
築
造
さ
れ
、
現
在

も
農
業
用
水
路
等
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
歴
史
的
、
文
化
的
な
価
値
を
市

民
は
も
と
よ
り
県
内
外
に
広
く
周
知
す
る

た
め
、
今
後
、
周
辺
施
設
整
備
と
環
境
整

備
を
推
進
し
、
こ
の
貴
重
な
遺
産
を
将
来

に
わ
た
っ
て
保
存
伝
承
し
て
い
き
た
い
と
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と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
本
年
は
、
農
業
法
人
に
よ
る
新
規
の
大

規
模
ト
マ
ト
栽
培
施
設
整
備
が
計
画
さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、強
い
農
業
・

担
い
手
づ
く
り

総
合
支
援
交
付

金
を
活
用
し
、

次
世
代
型
の
ス

マ
ー
ト
農
業
の

創
出
支
援
と
そ

れ
に
伴
う
新
た

な
雇
用
の
創
出

を
期
待
し
て
い

ま
す
。

◆
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
観
光

資
源
に
加
え
、
本
市
の
有
す
る
自
然
、
歴

史
、
文
化
、
芸
術
な
ど
地
域
の
個
性
を
活

か
し
て
、
観
光
客
を
魅
了
す
る
よ
う
な
新

た
な
観
光
資
源
の
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
が
２
年
目
と
な
る
北
茨
城
市

観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
地

域
の
観
光
を
け
ん
引
す
る
人
材
育
成
や
外

国
人
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
と
観
光
事
業

者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
セ
ミ
ナ
ー
や
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
や
本
市
観

光
の
魅
力
を
国
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
に
、
新
た
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
の
制
作
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
招

聘
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
施
等
に
よ
り

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
強
化
し

ま
す
。

※�

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【受診・検査の流れ】

新型コロナウイルス感染症について

帰国者・接触者相談センター（日立保健所）

帰国者・接触者外来
（指定された医療機関）

新型コロナウイルス
への感染が疑われる方

診察の結果

ＰＣＲ検査

（受診・相談の目安）
・風邪の症状や37.5度以上の発熱が４日以上

　続いている方

※高齢者や基礎疾患等のある方、妊婦の方は、
　上の状態が 2日程度続く場合
・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困

　難）がある方

【相 談 先】
◎新型コロナウイルス感染症全般についての相談

茨城県庁専用電話（直通）

厚生労働省（電話相談窓口）

◎心配な症状が出た時の対応についての相談
帰国者・接触者相談センター（日立保健所）

◎感染症に関する相談、感染予防に関する相談
北茨城市健康づくり支援課

（内線１９５～１９８）

【集団感染を防ぐには】
①換気が悪い「密閉空間」
②多数が集まる「密集場所」
③間近で会話や発声をする「密接場面」
※３つの条件がそろうと
　集団発生のリスクが高まります。

　県内で新型コロナウイルス感染症の感染者が確認されています。
　咳エチケットや手洗いなどの感染対策の徹底を行い、健康管理に十分気をつけましょう。
　また、発熱などの症状が見られるときは、外出を控えるなど感染拡大防止につながる行動にご協力を
　お願いします。

次の症状がある方は…

※ 3月26日現在の情報です。変更になることもありますので、最新の情報は市ホームページをご確認ください。

防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110 緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録
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北茨城市役所　☎43-1111

　

市
で
は
、
第
５
次
北
茨
城
市
総
合
計

画
（
基
本
構
想:

令
和
２
年
度
か
ら
令
和

11
年
度
）
を
策
定
す
る
た
め
、
市
総
合
計

画
審
議
会
へ
諮
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
２
月
25
日
に
審
議
会
の
上
遠
野
忠
浩

会
長
か
ら
豊
田
市
長
へ
の
答
申
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
も
と
に
、
第
５
次
北
茨
城

市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、

「
誰
も
が
住
み
た
い
安
ら
ぎ
と
活
力
に
あ

ふ
れ
る
ま
ち 

北
茨
城
」
を
将
来
都
市
像

と
し
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※�
総
合
計
画
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

や
目
標
実
現
の
た
め
の
施
策
を
明
ら
か

に
し
た
、
行
政
運
営
の
総
合
的
な
指
針

と
な
る
計
画
で
す
。

問

企
画
政
策
課 

企
画
調
整
係

�

（
柏
木
、
中
野
）
内
２
３
１

第
５
次
北
茨
城
市
総
合
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

令
和
２
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、

３
月
３
日
か
ら
19
日
ま
で
、
17
日
間
の
会

期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
議
会
に
は
、
令
和
２
年
度
当
初
予

算
案
等
、
議
案
33
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

◎�

北
茨
城
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
証

明
書
等
の
自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に

伴
い
、
交
付
に
係
る
手
数
料
等
を
追
加
す

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

■
可
決
さ
れ
た
主
な
予
算

◎�

令
和
元
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
、
第
９
号
）

　

２
億
３
０
５
０
万
２
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
総
額
が
２
４
１
億
４
７
２
９
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

※�

令
和
２
年
度
当
初
予
算
の
概
要
は
、
６

～
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

４
月
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

次
の
点
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

▽�

国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
軽
減
制
度
と
上
限
額

世帯（被保険者と世帯主）の
総所得金額等の合計

軽 減 割 合 そ の 他
国民健康保険 後期高齢者保険 ※�申請はいりませんが、世

帯主と加入者全員の住民

税等の申告が必要です。

　�総所得金額が０円の場合

も申告してください。

※�保険税等を計算した「保

険税額決定通知書」と納

付方法を記した通知が、

納付書払い（口座振替）

の方は７月に、年金天引

きの方は８月に送付され

ます。

33 万円を超えない世帯 ７割 7.75 割

33 万円を超えない世帯で、被
保険者全員が年金収入 80 万円
以下の世帯（※その他各種所得
がない場合）

- ７割

33 万円＋ 28.5 万円
×被保険者数を超えない世帯 ５割 ５割

33 万円＋ 52万円
×被保険者数を超えない世帯 ２割 ２割

軽減される項目 均等割額
平等割額

均等割額

保険税等の上限額（年額） 99 万円 64 万円

▽�

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被

保
険
者
に
対
す
る
軽
減
に
つ
い
て
（
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
）

　

�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

に
『
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
』
で
あ
っ
た
方
は
、
加
入
後
２
年
間

に
限
り
均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま

す
。
上
表
の
軽
減
対
象
と
な
る
方
は
、

軽
減
割
合
の
高
い
方
が
優
先
さ
れ
ま

す
。

問
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　

保
険
年
金
課 

保
険
係

�

（
長
塚
、
黒
澤
）
内
１
８
１
～
１
８
４

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て

 

《
保
険
料
の
納
付
》

  

保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

�

（
志
賀
、
根
本
）
内
１
８
７

 

《
保
険
料
の
算
定
》

  

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

�

☎
０
２
９

－

３
０
９

－

１
２
１
３

第１回市議会定例会
令和２年度北茨城市一般会
計予算など議案33件を可決



7 6
広報 きたいばらき４月号 広報 きたいばらき ４月号

一
般
会
計
予
算
総
額

　

一
般
会
計
予
算
は
市
政
全
般
に

使
う
お
金
で
、
そ
の
額
は
２
６
２

億
６
千
万
円
。
前
年
度
と
比
べ

31
・
１
％
の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
入
（
収
入
）

　

前
年
度
と
比
較
し
、市
税
は
０
・

６
％
減
の
58
億
４
１
９
５
万
１
千

円
を
、
地
方
交
付
税
は
１
１
０
・

７
％
増
の
79
億
４
１
０
７
万
円
、

国
県
支
出
金
は
52
億
７
６
６
万
９

千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出
（
支
出
）

　

議
会
費
は
前
年
度
と
同
程
度
、

総
務
費
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興

推
進
事
業
費
の
増
に
よ
り
、
63
・

３
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
は
、
０
・
９
％
の
増
額
、

衛
生
費
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
費
負
担
金
の
増
に
よ
り
、
１

７
８
・
６
％
の
増
額
と
な
り
、
歳

出
予
算
全
体
の
約
２
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
農
林
水
産
業
費
は
、
強

い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
補
助
金

の
増
に
よ
り
、
80
・
１
％
の
増
額
。

土
木
費
は
、
５
・
７
％
の
増
額
。

消
防
費
は
、
３
・
０
％
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
費
は
、
磯

原
中
学
校
建
設
事
業
費
の
増
に
よ

り
、
10
・
８
％
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

予算総額　 443 億 1658 万 7 千円

一般会計　 262 億 6000 万円

特別会計　   87 億 7252 万 7 千円

企業会計　    92 億 8406 万円

令和２年度　予算の概要

本市の令和２年度当初予算が、第１  回市議会定例会の議決を経て決定しました。
ここでは会計別にその内容をお知ら  せします。

令和 2 年度会計別予算（当初） ※△はマイナスを表します

会 計 区 分 今年度予算額 前年度予算額 比　　較 増減率(％)

一 般 会 計 262 億 6000 万円 200 億 3000 万円 62 億 3000 万円 31.1

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 43 億 7440 万 6 千円 47 億 6660 万 6 千円 △ 3 億 9220 万円 △ 8.2

水 沼 診 療 所 763 万円 724 万 4 千円 38 万 6 千円  5.3

公 共 下 水 道 ― 5 億 5887 万 3 千円 △ 5 億 5887 万 3 千円 皆減

漁 業 集 落 排 水 ― 1億 1164 万 2 千円 △ 1 億 1164 万 2 千円 皆減

介 護 保 険 38 億 4859 万 1千円 37 億 8235 万 6 千円 6623 万 5 千円 1.8

後期高齢者医療 5 億 4190 万円 5 億 117 万 8 千円 4072 万 2 千円 8.1

企 

業 

会 

計

上 水 道 37 億 8964 万 2 千円 23 億 5932 万 6 千円 14 億 3031万 6 千円 60.6

工 業 用 水 道 2 億 5529 万 9 千円 2 億 3629 万円 1900 万 9 千円 8.0

市 民 病 院 42 億 2681万 6 千円 36 億 7433 万円 5 億 5248 万 6 千円 15.0

下 水 道 10 億 1230 万 3 千円 ― 10 億 1230 万 3 千円 皆増

市税 
58 億 4195 万 1 千円

（22.3％）

自主財源
（44.9％）

依存財源
（55.1％）

歳入
市債 37 億 6590 万 5 千円

（14.4％）

諸収入 5 億 935 万 3 千円（1.9%）
使用料および手数料 
4 億 4187 万 7 千円（1.7%） 

繰越金 ２億円 （0.8%）
分担金および負担金 2644 万 3 千円 （0.1%）

財産収入等 1 億 3607 万 9 千円 （0.5%）

地方交付税 79 億 4107 万円
（30.3%）

各種交付金 11 億 4532 万 7 千円 （4.2%） 地方譲与税 2 億 831 万 9 千円 （0.8%）

国県支出金 
52 億 766 万 9 千円

（19.8%）

繰入金 8 億 3600 万 7 千円（3.2％）

262 億
６000 万円

市民税（43.0％） 
25 億 1050 万 6 千円

固定資産税（46.0％） 
26 億 9013 万 1 千円

軽自動車税（2.4％)
 1 億 4034 万 2 千円

市たばこ税（5.3％） 
3 億 1177 万 9 千円

都市計画税（2.9％）
 1 億 6782 万 9 千円
入湯税（0.4％）
 2136 万 4 千円

市

税

の

内

訳
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特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

な
ど
４
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
合

計
は
87
億
７
２
５
２
万
７
千
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
９
・
８
％
の

減
額
に
な
り
ま
し
た
。

企
業
会
計
予
算

　

企
業
会
計
予
算
は
、
上
水
道
、

工
業
用
水
道
、
市
民
病
院
、
下
水

道
の
予
算
で
前
年
度
と
比
べ
48
・

１
％
増
の
総
額
92
億
８
４
０
６
万

円
で
す
。

予算に計上された主な事業費
■重点事業　

清掃センター建設事業費負担金 38 億 8957 万円

磯原中学校建設事業 19 億 5442 万円

東日本大震災復興推進事業
（複合防災センター整備等）

18 億 2479 万円

地域おこし協力隊事業 1493 万円

芸術による里山づくり事業 1086 万円

タクシー利用助成事業 4247 万円

小児市助成医療費扶助事業
（18 歳まで医療費無料化）

5642 万円

教育・保育施設整備事業費補助金 908 万円

関本保育所施設整備事業 495 万円

健康ポイント事業 1038 万円

子育て世代包括支援センター事業 470 万円

強い農業・担い手づくり補助金
（高糖度ミニトマト生産施設整備費用助成）

５億 4601 万円

十石堀周辺環境整備事業 487 万円

下桜井地区土地改良事業負担金 １億 2100 万円

転作達成促進事業補助金 6994 万円

第１次産業外国人技能実習生受入事業補助金 50 万円

新たな観光資源を生かした観光振興推進事業 1144 万円

汐見ケ丘法面安全対策事業 ２億 550 万円

道路新設改良事業（岩塙線、中妻唐虫線等） 2145 万円

北町関本中線整備事業 12 億 7889 万円

駅西停車場豊田線整備事業 １億 7588 万円

救急車更新事業 4092 万円

災害時非常トイレ兼防災備蓄倉庫整備事業 536 万円

防災行政無線戸別受信機整備事業 5117 万円

給付型奨学資金支給事業 602 万円

小中学校防犯カメラ設置事業 525 万円

学校給食費補助金 1595 万円

令和２年度　予算の概要

本市の令和２年度当初予算が、第１  回市議会定例会の議決を経て決定しました。
ここでは会計別にその内容をお知ら  せします。

民生費 総務費 土木費 教育費 衛生費
市民一人当たりに 

使われるお金

145,905 円 85,322 円 66,020 円 76,616 円 137,281円 625,834 円 

農林水産費 公債費 消防費 商工費 議会費 ※金額は予算額を 3 月1日
　現在の人口（41,960 人）で
　割ったもの29,370 円 47,122 円 21,569 円 7,103 円 4,987 円 

歳出

民生費 
61 億 2219 万 3 千円

（23.3％）

総務費 
35 億 8012 万 7 千円

（13.6％）

262 億
６000 万円

土木費
27 億 7018 万 2 千円

（10.6％）

教育費
32 億 1480 万 2 千円

（12.3％）

衛生費 
57 億 6029 万 8 千円

（21.9％）

農林水産費
12 億 3237 万 6 千円（4.7％）

公債費
19 億 7722 万 5 千円

（7.5％）

消防費 
9 億 501 万 6 千円（3.5％）

商工費 2 億 9805 万 6 千円（1.1％） 議会費 2 億 923 万 8 千円（0.8％）
その他 １億 9047 万 7 千円（0.7％）
災害復旧費 1 万円（0.0％）
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広報 きたいばらき４月号 広報 きたいばらき ４月号

防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110

令和２・３年度の後期高齢者医療保険料率が決まりました
令和２・３年度の後期高齢者医療保険料率が下記のとおり決定されました。

（※茨城県内は均一の保険料率となります。）

均 等 割 額

所 得 割 率

１年間の保険料額
（100 円未満切捨て）
※賦課限度額 64 万円

４６，０００円（６，５００円増）

８．５０％（０．５０％増）

（参考）
平成30・令和元年度

均等割額  ３９，５００円

所得割率  ８．００％

後期高齢者医療保険料率の見直しについて

個人ごとの保険料額の決めかた

　後期高齢者医療保険料率は、都道府県単位で計算され、

２年ごとに見直されます。

　後期高齢者医療制度では、公費が約５割、現役世代か

らの支援金が約４割、被保険者の後期高齢者医療保険料

が約１割を負担することにより、被保険者が受ける医療

に係る給付等を行っているため、後期高齢者医療保険料

率は、今後２年間の医療給付費等の見込みに対応できる

よう計算します。

　被保険者数の増加に伴い、医療給付費は年々増加して

いますが、茨城県では、後期高齢者医療広域連合が保有する基金を取り崩すことで、保険料率を８年間（平成

24 年度～令和元年度）据え置くことができました。

　しかし、令和元年度末で基金が底をつくため、令和２・３年度の医療給付費を保険料で賄えるよう、保険料率

を改定しました。

　保険制度の安定的な維持・運営のため、ご理解くださいますようお願いします。

※賦課のもととなる金額 ＝ 総所得金額等 － 基礎控除 33 万円

※�総所得金額等とは、前年の収入から必要経費（公的年金控除額や給与所得控除額など）を差引いたもので、社

会保険料控除、配偶者控除などの各種所得控除前の金額です。なお、遺族年金や障害年金は、収入に含みません。

※年度の途中で被保険者になられた方は、資格取得月からの月割りで保険料額が計算されます。

自己負担

（窓口支払分）

１割又は３割

公費（国、県、市町村）
【約５割】

後期高齢者支援金
（現役世代の負担金）

【約４割】

高齢者の保険料
【約１割】

全体の医療費

保険でまかなう医療給付費

均 等 割 額

被保険者一人当たり
４６，０００円

所 得 割 額

（賦課のもととなる金額）
×　８．５０％

= +

問保険料の計算について　　県後期高齢者医療広域連合 事業課　　 ☎０２９－３０９－１２１３　
　保険料の納付について　　保険年金課　医療年金係（根本、志賀）内１８７

ゴールデンウィーク中の業務のご案内
5/2 ㈯ 5/3 ㈰ 5/4 ㈪ 5/5 ㈫ 5/6 ㈬

市民課日曜開庁窓口 × 〇 × × ×

清掃センター直接搬入 通常どおり
（午前のみ）

× × × ×

収集 ( 可燃 ) 通常どおり × 通常どおり 通常どおり 通常どおり

収集 ( 資源 ) 通常どおり × × × ×

収集 ( 埋立 ) 通常どおり × × × ×

葬祭場 通常どおり ×（友引） 通常どおり

やすらぎ聖苑 通常どおり

いずみさわ会館 通常どおり

放射能対策プラザ × × × × ×

環境センター × × × × ×

※市民課日曜開庁窓口では、住所変更、印鑑の登録、パスポートの申請は取り扱っていませんのでご注意ください。
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北茨城市役所　☎43-1111

国
民
健
康
保
険 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

▽
対
象
者

・�

特
定
健
康
診
査　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

・�

後
期
高
齢
者
健
康
診
査　

75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
（
65
歳

以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
を

含
む
）

※�

受
診
券
は
、
対
象
の
方
に
４
月
下
旬
に

送
り
ま
す
。
健
診
の
詳
細
は
同
封
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
自
己
負
担
金　

無
料

※�

65
歳
未
満
の
方
の
肺
が
ん
検
査
（
レ
ン

ト
ゲ
ン
）
、
後
期
高
齢
者
健
診
の
追
加

健
診
（
心
電
図
、
眼
底
、
貧
血
検
査
）

は
除
く

▽
注
意
点

・�

例
年
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
事
前
に

問
診
票
を
記
入
し
受
付
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
午
前
中
、
受
付
開
始
直

後
、
女
性
の
み
の
日
の
健
診
は
特
に
混

雑
し
、
ご
案
内
ま
で
に
お
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

受
診
券
を
紛
失
し
た
方
は
再
発
行
し
ま

す
の
で
、
市
保
険
年
金
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▽
医
療
機
関
で
の
受
診

・�

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
は
次
の

医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
直
接

医
療
機
関
に
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
一
部
受
診
で
き
な
い
検
査
項
目

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
！　

年
１
回
の
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢

者
健
康
診
査

が
あ
り
ま
す
の
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

確
認
す
る
か
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
市
民
病
院

　
　
　
　
　

☎
46

－

１
１
２
１

・
瀧
病
院

　
　
　
　
　

☎
42

－

１
２
２
１

・
い
そ
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　

☎
30

－

１
５
８
０

▽
５
月
の
集
団
健
診
の
日
程
（
左
表
）

　

６
月
以
降
の
日
程
は
、
受
診
券
に
同
封

さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
広
報
き
た
い
ば
ら
き
、
回

覧
等
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問

保
険
年
金
課

・
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方　
　

　

保
険
係
（
長
塚
）�

☎
43

－

１
１
１
８

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
ご
加
入
の
方

　

医
療
年
金
係
（
小
山
）

�

☎
43

－

１
１
１
９

集団健診の日程
実施日 時間 会場

５月 ７日㈭
 9：30 ～ 10：30 中郷ふるさとコミュニティセンター（粟野）

13：30 ～ 14：30 中郷ふるさとコミュニティセンター（粟野）

５月 ８日㈮
 9：30 ～ 10：30

汐見ケ丘望海会館
13：30 ～ 14：30

５月 11 日㈪
 9：30 ～ 10：30 中郷ふるさとコミュニティセンター（粟野）

13：30 ～ 14：30 中郷ふるさとコミュニティセンター（粟野）

５月 12 日㈫
 9：30 ～ 10：30 市民体育館

13：30 ～ 14：30 市民体育館

５月 13 日㈬
 9：30 ～ 10：30 小野矢指集落センター

13：30 ～ 14：30 足洗公民館

５月 14 日㈭
 9：30 ～ 10：30

保健センター
13：30 ～ 14：30

５月 15 日㈮
 9：30 ～ 10：30 中郷ふるさとコミュニティセンター（粟野）

13：30 ～ 14：30 石岡区民会館

５月 17 日㈰
 9：30 ～ 10：30

中郷多目的集会所
13：30 ～ 14：30

５月 19 日㈫
 9：30 ～ 10：30 中郷ふるさとコミュニティセンター（粟野）

13：30 ～ 14：30 中郷ふるさとコミュニティセンター（粟野）

５月 20 日㈬
 9：30 ～ 10：00 松井農村集落センター

13：30〜 14：30 小川田園都市センター

　　　　　は女性のみの実施です。

※�中郷ふるさとコミュニティセンターは旧中郷第二小学校跡地です。中郷多目的集会所ではあり
ません。

　

市
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
向
け
に
、
生
活
に
身
近
な

情
報
を
発
信
す
る
北
茨
城
市
公
式
ア
プ

リ
『
き
た
い
ば
ナ
ビ
』
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

主
な
機
能

▽�

ご
み
情
報

　

（
分
別
辞
典
、
ご
み
の
出
し
方
な
ど
）

▽�

子
育
て
支
援

　

�（
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
手
続
紹
介
、

妊
産
婦
健
診
日
程
の
管
理
、
子
育
て

支
援
制
度
の
紹
介
、
予
防
接
種
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど
）

▽
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報

▽
市
巡
回
バ
ス
等
時
刻
表

▽
休
日
の
当
番
医

▽
マ
ル
福
（
医
療
費
助
成
制
度
）

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

　

Android

の
方
はGoogle 

Play

で
、

iOS

の
方
はApp 

Store

で
「
き
た
い
ば

ナ
ビ
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
左
記

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問

ま
ち
づ
く
り
協
働
課　

広
報
広
聴
係

�

（
伊
藤
、
佐
藤
）�

内
１
９
３

北
茨
城
市
公
式
ア
プ
リ「
き
た
い
ば
ナ
ビ
」

Android

iOS
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110

0
歳
～
18
歳
ま
で
の
自
己
負
担
金
の
助
成

　

マ
ル
福
・
北
福
を
受
給
し
て
い
る
18
歳

ま
で
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
、年
４
回（
６

月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
）
に
分
け
て
指

定
口
座
に
自
己
負
担
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　

支
給
月
に
は
、
月
末
に
登
録
し
て
あ
る

口
座
へ
入
金
し
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
か

ら
の
領
収
書
の
金
額
と
相
違
が
な
い
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合
や
、
県
内
の
医
療
機
関
を
受
診
し

た
際
の
自
己
負
担
金
が
振
り
込
ま
れ
て
い

な
い
場
合
は
別
途
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

幼
稚
園
・
学
校
等
で
の

　
　
　
　
　
　
　

負
傷
・
疾
病
に
つ
い
て

　

学
校
や
幼
稚
園
の
管
理
下
で
の
負
傷
・

疾
病
の
場
合
は
、学
校
等
で
加
入
す
る『
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給

付
制
度
』
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、マ
ル
福
・

北
福
を
提
示
し
な
い
で
受
診
し
、
学
校
等

を
通
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
期
間
中
の
療
養
に
関
す
る

自
己
負
担
額
が
１
５
０
０
円
未
満
の
場
合

は
、
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
の
助
成
と
な

り
ま
す
の
で
下
記
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

災
害
共
済
給
付
制
度
と
マ
ル
福
・
北
福

を
重
複
し
て
受
給
し
た
場
合
に
は
、
市

に
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

妊
産
婦
マ
ル
福
を
受
給
し
て
い
る
方

　

妊
産
婦
マ
ル
福
に
対
す
る
県
の
助
成

は
、
産
科
・
婦
人
科
を
標
榜
す
る
医
療
機

関
が
対
象
で
す
が
、
市
の
制
度
で
は
産

緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

医
療
福
祉
費
支
給
制
度

（
マ
ル
福
・
北
福
）の
お
知
ら
せ

科
・
婦
人
科
以
外
（
歯
科
や
内
科
な
ど
）

を
受
診
し
た
場
合
で
も
、
保
険
診
療
分
の

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

産
科
・
婦
人
科
以
外
の
診
療
科
を
受
診

す
る
に
あ
た
り
（
総
合
病
院
を
除
く
）
、

・�

妊
娠
の
継
続
と
安
全
な
出
産
の
た
め
に

医
師
か
ら
紹
介
状
が
出
た
場
合

　

→�

受
給
者
証
を
提
示
し
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

・
紹
介
状
が
な
い
場
合

　

→�

県
外
医
療
機
関
の
受
診
と
同
様
に
左

記
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問

保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

�

（
伊
藤
）
内
１
８
８

年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

▽�

対
象
者　

大
学
・
短
大
・
高
校
・
高
等

専
門
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
方

※
対
象
外
と
な
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

▽��

手
続
に
必
要
な
も
の

　

�

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書　

②
有
効

期
間
が
表
示
さ
れ
た
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書　

③
印
鑑

▽�

申
請　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
る
に
は

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　

�

令
和
元
年
度
の
学
生
納
付
特
例
の
承
認

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

を
令
和
２
年
１
月
中
旬
ま
で
に
受
け
た

方
で
４
月
以
降
も
在
籍
す
る
方
は
、
令

和
２
年
度
の
申
請
書
が
日
本
年
金
機
構

か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
日
本
年
金
機
構
よ
り
申
請
書
が
届

か
な
か
っ
た
方
や
、
令
和
元
年
度
分
の

申
請
を
忘
れ
た
方
は
下
記
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
留
年
等
を
し
た
場
合

　

�

留
年
や
進
学
、
編
入
学
し
た
場
合
は
、

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。
退
学
の
場

合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

※�

卒
業
後
、
就
職
が
決
ま
ら
ず
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
下

記
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
承
認
期
間

　

�

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年

金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※�

老
齢
基
礎
年
金
は
受
給
額
の
計
算
か
ら

外
れ
、
年
金
額
が
減
少
し
ま
す
。
年
金

額
を
増
額
し
た
い
と
き
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

平
成
30
年
３
月
５
日
か
ら
年
金
請
求
の

手
続
き
や
諸
変
更
等
の
各
種
手
続
き
が
基

礎
年
金
番
号
だ
け
で
な
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

で
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
り
手
続
き
を
行
う

際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
本
人
確
認

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
正
し
い
番
号
で
あ
る

こ
と
の
確
認
（
番
号
確
認
）、
お
よ
び
提

出
す
る
方
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
正
し
い
持

ち
主
で
あ
る
こ
と
の
確
認
（
身
元
確
認
）

が
必
要
な
た
め
、次
の
⑴
ま
た
は
⑵
の「
原

本
」
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

⑴
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※�

番
号
確
認
と
身
元
確
認
の
両
方
が
で
き

る
た
め
、
１
種
類
の
提
示
で
構
い
ま
せ

ん
。

⑵
次
の
２
種
類
の
い
ず
れ
か
の
書
類

㋐�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
書

類
か
ら
１
種
類

　

�

通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
住
民
票
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
記
載
の
も
の
）

㋑
身
元
確
認
の
で
き
る
書
類
か
ら
１
種
類

　

�

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療

育
手
帳
、
在
留
カ
ー
ド
等

㋒�

㋑
に
よ
る
確
認
が
困
難
な
場
合
は
、
次

の
書
類
か
ら
２
種
類
以
上
（
異
な
る
番

号
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
）

　

�

①
被
保
険
者
証　

②
公
的
年
金
の
年
金

証
書
ま
た
は
恩
給
証
書　

③
年
金
手
帳

④
印
鑑
登
録
証
明
書
等

申
問

保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

�

（
小
山
、
石
森
）
内
１
８
８

　
　

日
立
年
金
事
務
所

�

☎
０
２
９
４

－

24

－

２
１
２
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
の
手
続
き
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
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安
心
メ
モ
と
は
、
自
宅
で
救
急
車
を
呼

ん
だ
時
に
「
意
識
が
な
い
」
場
合
で
も
、

救
急
隊
等
に
対
し
て
か
か
り
つ
け
医
や
家

族
の
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
伝
え
る
た
め
の

メ
モ
で
す
。

　

日
頃
か
ら
家
族
と
非
常
時
の
対
応
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
も
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▽�

目
的　

救
急
時
、
迅
速
な
処
置
や
連
絡

を
行
え
る
よ
う
に
す
る

▽�

対
象
者　

65
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の　

方
、
高
齢
世
帯
、
そ
の
他
救
急
時
の
対

応
に
不
安
を
抱
え
る
方

▽
配
布
窓
口

　

市
高
齢
福
祉
課
、
元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問
元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

�

（
菊
池
）
☎
44

－

７
１
１
１

「
安
心
メ
モ
」の

　
　
　

配
布
を
行
い
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　

高
齢
者
支
援
事
業

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
在
宅
で
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
介
護
用
車
両
購
入
費
等
助
成
事
業

　

介
護
用
車
両
を
購
入
ま
た
は
介
護
用
車

両
に
改
造
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

▽�

対
象
者　

要
介
護
１
以
上
と
認
定
さ
れ

介
護
用
車
両
で
な
け
れ
ば
自
動
車
の
利

用
が
困
難
な
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
在

宅
で
介
護
す
る
家
族
（
両
者
と
も
市
内

に
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
こ
と
）

▽
介
護
用
車
両

　

�

福
祉
車
両
（
消
費
税
非
課
税
の
介
護
用

車
両
）、
そ
の
他
の
車
両
（
助
手
席
回

転
シ
ー
ト
等
を
装
備
。
消
費
税
課
税
）

▽
助
成
金
額

10 万円

5万円

5万円

2万 5千円

改造費用の 3分の 2を乗じて
得た額。千円未満切捨て。
10 万円を限度。

福祉車両

その他の車両

初年度登録から
36カ月以下

初年度登録から
37カ月以上

新車の介護用
車両の購入

中古の福祉車
両の購入

所有車両を介
護用車両への
改造

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

車
両
購
入
（
改
造
）
前
に
申
請
が
必
要

で
す
。

◆
軽
度
生
活
援
助
事
業

　

日
常
生
活
の
簡
単
な
援
助
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者

　

�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

▽
支
援
内
容

　

�

援
助
員
を
派
遣
し
、
除
草
、
除
雪
、
庭

木
の
剪
定
、
障
子
の
張
替
え
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
費
用

　

�

１
時
間
当
た
り
２
０
０
円
（
実
費
負
担

が
か
か
る
場
合
あ
り
）、
月
４
時
間
以

内
▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

◆
介
護
用
品
の
給
付

　

紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を
給
付
し

ま
す
。

▽�
対
象
者　

介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
４

ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
て
い
て
、
紙
お

む
つ
等
を
使
用
し
て
い
る
方
を
、
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族

▽�

給
付
方
法　

月
額
３
千
円
分
の
給
付
券

を
交
付
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

※�

こ
の
給
付
は
年
度
ご
と
に
更
新
申
請
が

必
要
で
す
。

◆
訪
問
理
美
容
費
の
助
成　
　

　

店
舗
で
の
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

困
難
な
方
に
、
訪
問
理
美
容
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

▽�

対
象
者　

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者

で
、
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
３
、４
、

５
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方

▽�

助
成
内
容　

訪
問
理
美
容
登
録
店
の
出

張
経
費
を
、
１
回
の
利
用
で
千
円
、
年

間
４
回
の
給
付
券
を
交
付
し
ま
す
。

※�

散
髪
な
ど
の
実
費
は
利
用
者
負
担
で

す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

※�

こ
の
助
成
は
年
度
ご
と
に
更
新
申
請
が

必
要
で
す
。

◆
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

徘
徊
（
は
い
か
い
）
時
、
早
期
に
発
見

で
き
る
よ
う
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
を
貸
し

出
し
ま
す
。

▽�

対
象
者　

徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
高

齢
者
や
知
的
障
害
者
の
方
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
家
族

▽�

費
用　

基
本
月
額 

５
４
０
円
（
消
耗

品
代
金
が
別
途
か
か
る
場
合
あ
り
）

※�

検
索
シ
ス
テ
ム
加
入
料
、
貸
与
機
器
の

レ
ン
タ
ル
料
、
位
置
情
報
提
供
料
金
は

市
が
負
担
し
ま
す
。

▽�

申
請
に
必
要
な
も
の　

本
人
の
顔
写
真

２
枚
、
預
金
通
帳
と
届
け
出
印
ま
た
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
印
鑑

◆
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

火
災
警
報
器
、
自
動
消
火
器
、
電
磁
調

理
器
を
給
付
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　

�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
高

齢
者
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

▽�

費
用　

生
計
中
心
者
の
所
得
税
額
に
応

じ
て
、
一
部
ま
た
は
全
部
本
人
負
担
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

申
問

高
齢
福
祉
課 

高
齢
者
支
援
係

�

（
亀
岡
）
内
１
２
４
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軽自動車税・自動車税の減免申請について
　心身に障害がある方が使用する車両で次に該当する場合は、軽自動車税または自動車税の減免を受けるこ
とができます。
▷減免の対象となる車両
　心身に障害のある方が通学・通勤・通所・通院などのために運転または同乗する車両
　※障害者１人につき１台（軽自動車または普通自動車）
▷対象者　以下の①～④のいずれかに該当する方
　①身体障害者手帳をお持ちの方で下の等級表の●または○に該当する方
　②療育手帳で判定がⒶまたはＡの方
　③精神障害者保健福祉手帳の障害者等級が１級で以下のいずれかに該当する方
　・自立支援医療受給者証（精神通院）の交付を受けている方
　・医療福祉費受給者証の交付を受けている方
　・当該障害のために通院している方
　④戦傷病者手帳をお持ちの方　※ 3月 31 日までに手帳の交付を受けている方が対象です。
▷減免対象の障害等級表

▷必要書類（軽自動車税）
　①�マイナンバーカードまたは
　　通知カードおよび本人確認書類
　②減免申請書　　
　③身体障害者手帳等
　④車検証の写し　
　⑤運転者の運転免許証の写し
　⑥納税通知書
　⑦納税義務者の印鑑
※�普通自動車については県税事務所にお問
い合わせください。
▷申請先　
　軽自動車税　市税務課
　�自 動 車 税　常陸太田県税事務所
　　　　　　　（高萩支所も可）
※�申請期限は共に 6月 1日㈪となりますの
でご注意ください。

問軽自動車について
　税務課  市民税係 内１５２
　普通自動車について
　常陸太田県税事務所　
� ☎０２９４－８０－３３１４

障害の区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
視覚障害 ● ● ● ●

聴覚障害 ● ●

平衡機能障害 ●

音声機能障害�
（咽頭摘出の場合に限る）�
（音声機能、言語機能またはそしゃ
く障害）

●

上肢障害 ● ●

下肢障害 ● ● ● ○ ○ ○

体幹機能障害 ● ● ● ○

乳幼児期以前の非進行性脳
病変による運動機能障害

上肢
機能 ● ●

下肢
機能 ● ● ● ● ● ●

心臓機能障害 ● ●

じん臓機能障害 ● ●

呼吸器機能障害 ● ●

ぼうこうまたは直腸機能障害 ● ●

小腸機能障害 ● ●

免疫機能障害 ● ● ●

肝臓機能障害 ● ● ●

　

土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務

者
は
、
令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
（
土
地

や
家
屋
）
の
価
格
等
を
記
載
し
た
「
縦
覧

帳
簿
」
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽
と
き　

４
月
30
日
㈭
ま
で

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分 

～ 

午
後
５
時
15
分

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階 

税
務
課

▽
縦
覧
で
き
る
方

　

�

土
地
ま
た
は
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税

義
務
者

▽
手
数
料　

無
料

▽
縦
覧
で
き
る
内
容

・
土
地　
所
在
地
、
地
目
、
地
積
、
価
格

・�

家
屋　

所
在
地
、
家
屋
番
号
、
建
築

年
、
構
造
、
種
類
、
床
面
積
、
価
格

※�

令
和
２
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
第
１
期
納
期
限
は
、
４
月
30
日
㈭

で
す
。

問
税
務
課 

固
定
資
産
税
係

�

（
阿
部
、
根
本
）
内
１
５
６
～
１
５
９

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
転
用
す
る
と

き
は
、
転
用
の
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申
請
す
る

方
は
、
事
前
に
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

４
月
30
日
㈭
ま
で

申
問

農
林
水
産
課 

農
政
係

�

（
鈴
木
）
内
３
８
３
～
３
８
５

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を

縦
覧
で
き
ま
す

農
用
地
区
域
の
除
外
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

※○は、障害者の方が運転する場合に限ります。
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北茨城市役所　☎43-1111

iPhone版 Android版

今すぐアプリをダウンロード！

答え：（２） ２～３リットル
解説：成人が一日に必要とする飲料水の量は、ひとり２～３リットルと言われています。
　　　断水した場合に備えて、最低でも３日分、家族全員の分をペットボトルなどで備蓄しておきましょう。

https://bosai.yahoo.co.jp/pr/201903/

成人が一日に必要とする飲料水の量は？

＼＼＼＼防災クイズ／／／／ 毎月出題される問題をクリアして、防災知識の向上を目指しましょう！！

（１）　～１リットル

（２）　２～３リットル

（３）　１０リットル～

　防災クイズは、Yahoo! JAPANの『全国統一防
災模試』から出題しました。
　その他、過去の問題についてはこちらから↓

防災豆知識

　大きな地震が発生すると水道管が破損し、断水となる
ことがあります。　　
　断水が発生すると、飲料水だけでなくトイレや洗濯な
どの生活用水も使用できなくなってしまいます。
　そこで、日頃からお風呂の水を張っておくようにし、い
ざという時に備え生活用
水として使えるようにし
ておきましょう。一般家
庭のお風呂であれば 180
リットルを貯めておくこ
とができます。
　飲 料 水 の 備 蓄 と 一 緒
に、日頃から心掛けてお
きましょう。

　また、北茨城市の防災情報を「Yahoo!防災速報」
アプリで受けとることができるようになりました。
　スマートフォンをお持ちの方は、ぜひご利用くだ
さい。

　

市
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
促
進
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る

た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
方
に
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

▽
補
助
対
象
者

　

�

①
～
④
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
（
設
置

済
み
ま
た
は
工
事
中
の
方
は
対
象
外
）

①�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は
有
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方
で
、
新
た
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
値
が
10
ｋ
Ｗ
未

満
）
を
設
置
す
る
方

②
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
電
力
会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
結
ぶ
方

④�

補
助
申
請
の
年
度
内
に
す
べ
て
の
手
続

き
が
完
了
で
き
る
方

▽�

補
助
内
容　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
１

基
当
た
り
５
万
円

▽
募
集
期
間
お
よ
び
募
集
数

・�

上
半
期
分　
４
月
１
日
㈬
～
９
月
30
日

㈬　

先
着
40
件

・�

下
半
期
分　
10
月
１
日
㈭
～
令
和
３
年

２
月
26
日
㈮　

先
着
20
件　

▽
申
請
方
法

　

�

申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
下

記
で
取
得
）
に
次
の
必
要
書
類
を
添
付

し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事

着
手
前
に
下
記
窓
口
へ
（
郵
送
不
可
）

①�

シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
要
す
る
費
用
の
内

訳
が
記
載
さ
れ
た
見
積
書
か
契
約
書
の

写
し

②
シ
ス
テ
ム
の
形
状
や
規
格
が
わ
か
る
書
類

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

③�

住
宅
の
位
置
図
と
シ
ス
テ
ム
設
置
予
定

場
所
の
配
置
図
や
現
況
の
写
真

④�

新
築
の
場
合
は
建
築
基
準
法
第
６
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証
の
写
し

⑤�

申
請
者
以
外
が
所
有
す
る
住
宅
の
場
合

は
住
宅
所
有
者
の
承
諾
書

⑥�

市
税
の
滞
納
が
な
い
旨
の
証
明
書
（
過

去
５
年
間
分
）

⑦
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

申
問

生
活
環
境
課 

環
境
政
策
係

�

（
横
田
）
内
３
７
３

　

市
で
は
、
市
内
施
行
業
者
に
よ
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
方
を
対
象
に
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽�

補
助
額　

工
事
価
格
（
税
抜
）
の
10
％

支
給
限
度
額
10
万
円

※�

個
人
住
宅
１
棟
に
つ
き
１
回
限
り
と

な
っ
て
お
り
、
過
去
に
利
用
し
た
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
、
補
助
金
の
申
請
に
は

条
件
等
が
あ
る
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
問

商
工
観
光
課 

商
工
労
政
係

�

（
岸
、
大
和
田
）
内
３
６
２

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110
緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

水
道
の
使
用
を
開
始
す
る

皆
さ
ん
へ

定
型
約
款
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
１
日
施
行
の
民
法
改
正

に
よ
り
、
「
定
型
約
款
」
に
関
す
る
規
定

が
新
設
さ
れ
、
水
道
の
契
約
に
関
し
て
も

そ
の
適
用
を
受
け
ま
す
。

　

「
定
型
約
款
」
と
は
、
「
定
型
取
引
に

お
い
て
、
契
約
の
内
容
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
そ
の
特
定
の
者
に
よ
り
準
備

さ
れ
た
条
項
の
総
体
」
と
さ
れ
、
本
市
に

お
い
て
は
、
水
道
供
給
契
約
の
条
件
等
を

定
め
た
「
北
茨
城
市
上
水
道
事
業
条
例
」

お
よ
び
「
北
茨
城
市
上
水
道
事
業
条
例
施

行
規
程
」
が
こ
の
定
型
約
款
に
当
た
る
も

の
に
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
水
道
部

の
ペ
ー
ジ
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
不
明
な
点
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
水
道
部　

業
務
課　

料
金
係

�

（
前
田
、
鈴
木
）
内
１
１
３

放
射
能
対
策
プ
ラ
ザ
の
測
定
日

変
更
に
つ
い
て

　

放
射
能
対
策
プ
ラ
ザ
（
中
郷
多
目
的
集

会
所
内
）
の
測
定
日
が
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

▽
測
定
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問
生
活
環
境
課 
環
境
政
策
係 

内
３
７
３

北茨城市・行商サービス～食料品等移動販売サービス～

買い物に出かけにくい方、交通手段のない方などに、週３回市内各地で
食料などの移動販売を行っています。広報音楽を流しながら巡回してい
きますので、皆さんのご利用をお待ちしています。
◆令和２年４月～６月期ルート【４月８日㈬～６月 29 日㈪ 】

※ゴールデンウィーク期間中【４月 27 日㈪～５月６日㈬ 】はお休みです。
※行商サービスはご自宅まで直接配達も行っています。（配送料無料）
　� 問 市商工会 　☎４２－２５１１

日時
午前 午後

10：30 11：00 11：30 2：00 2：30 3：00 3：30

月
大津漁港北
津ノ神社

大津町
ますだや

大津復興住宅
第１棟

おふくろ弁当
中郷店裏

南中郷
郵便局

中郷町
上田

十石トンネル
南十字路奥

水
平潟町

本町通り
平潟町東

平潟町
大黒屋水産

食品

関本町
公民館

関本町
あかね会

関南町
北茨城
観光バス

－

金
平潟町

鹿野原団地
平潟復興住宅

第１棟
五浦第２
児童公園

大津町北町浜道団地 関本町
福田境橋
（境川）

－
真壁様宅 幕田様宅



受動喫煙防止対策が義務化されました

★改正法の趣旨★

規制対象外の場所でも、喫煙する際は周りの人に煙を吸わせないよう配慮する

義務があります。

＊茨城県 改正健康増進法関係ホームページ
https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chiiki/kenko/kenkouzoushinhokaisei.html

＊厚生労働省 受動喫煙防止対策ホームページ
https://jyudokitsuen.mhlw.go.jp/ なくそう︕望まない受動喫煙 で検索

2020年4月1日から

2020年4月1日に、改正健康増進法が全面施行されました。
受動喫煙防止対策は施設管理権原者等の義務になります。

望まない受動喫煙をなくすため、ご協力をお願いします！

望まない受動喫煙
をなくす❶ 受動喫煙の影響が特に大きい

子どもや患者等に特に配慮
（原則敷地内禁煙）

❷ 施設の類型・場所
ごとに対策を実施❸

敷地内禁煙：お子さん、未成年、患者等が主として利用する施設（2019年7月1日施行）

学校 病院 児童福祉施設
保育所、こども園等

行政機関の庁舎
等

建物内禁煙：上記施設を除く、すべての施設（2020年4月1日施行）

＜例＞事務所、集会所、工場、ホテル・旅館（客室は除く）、理・美容室、公衆浴場、
百貨店、娯楽施設、飲食店（小規模な既存飲食店は経過措置あり。）

◆ただし、受動喫煙防止に必要な措置をとることで、以下の各種喫煙室を設置することができます。
なお、喫煙室を設置する場合は、店舗および喫煙室の出入口に標識を掲示する必要があります。

喫煙専用室

〇 たばこの喫煙が可能

× 飲食等の提供不可

× 20 歳未満の者は喫煙場所

に立入不可（従業員含む）

加熱式たばこ
専用喫煙室

△ 加熱式たばこのみ喫煙が可能

〇 飲食等の提供可能

× 20 歳未満の者は喫煙場所に

立入不可（従業員含む）

喫煙可能室(店)※
（店の全部又は一部）

〇 たばこの喫煙が可能

〇 飲食等の提供可能

× 20 歳未満の喫煙場所への

立入不可（従業員含む）

※経営規模が小さい既存の飲食店のみの経過措置

多くの方が利用する施設は原則、屋内禁煙になりました。

15 14
広報 きたいばらき 4 月号 広報 きたいばらき 4 月号

問 健康づくり支援課 予防指導係　（大井）内１９７
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北
茨
城
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
始
ま
り
ま
す
！

　

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
、
子
育
て
に
関
わ
る
様
々
な
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
う
「
北
茨
城
市
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
４
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　

妊
娠
届
出
の
際
に
、
保
健
師
が
お
一
人

お
一
人
と
面
接
し
、
今
後
の
出
産
や
子
育

て
の
支
援
を
一
緒
に
考
え
、
必
要
に
応
じ

て
、
専
門
機
関
と
連
携
し
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

　

「
産
後
に
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
」
「
赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
を
上
手
に
飲
ん

で
く
れ
な
い
」
「
育
児
が
大
変
で
イ
ラ
イ

ラ
し
て
し
ま
う
」
「
子
ど
も
の
発
育
や
発

達
が
心
配
」
「
予
期
せ
ぬ
妊
娠
を
し
て
し

ま
っ
た
」
な
ど
、
様
々
な
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
市
健
康
づ
く
り
支
援
課
内
）

�

（
下
山
田
）
内
１
９
５

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
の
会
員
登
録
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
に
居
住
す
る
未
婚
の
男

女
の
出
会
い
や
相
談
の
場
を
提
供
し
、
結

婚
へ
の
実
現
を
図
る
た
め
、
「
い
ば
ら
き

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
会
員

登
録
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
受
給
資
格
者

緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

①�

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
会
員
登
録
を
行
っ
た
方

②�

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
会
員
登
録
を
行
っ
た
日
の
１
年
以
上

前
か
ら
市
内
に
住
ん
で
い
る
方

※�

会
員
登
録
を
行
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

会
員
に
再
登
録
し
た
方
も
申
請
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
の
助
成
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
、
再
度
助
成
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

市
税
等
に
未
納
が
あ
る
場
合
、
助
成
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
助
成
内
容

　

�

登
録
料
１
万
１
千
円
の
う
ち
１
万
円
を

助
成

申
問

子
育
て
支
援
課 

児
童
福
祉
係

�

（
小
林
）
内
１
３
４

ご
存
知
で
す
か 

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
（
18
歳
の
誕

生
日
後
の
最
初
の
３
月
末
日
ま
で
）
を
監

護
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
離
婚
、

未
婚
、
死
別
等
）
の
父
ま
た
は
母
、
ま
た

は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
請

求
す
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽�

手
当
額　

養
育
す
る
児
童
の
人
数
、
１

カ
月
あ
た
り
の
支
給
金
額

・
１
人 

１
０
１
８
０
円
～
４
３
１
６
０
円

・
２
人 

１
５
２
８
０
円
～
５
３
３
５
０
円

・
３
人 

１
８
３
４
０
円
～
５
９
４
６
０
円

※
所
得
に
応
じ
て
変
動
し
ま
す
。

※�

受
給
者
ま
た
は
同
居
親
族
の
所
得
に

よ
っ
て
は
支
給
停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※�

対
象
児
童
を
監
護
し
て
い
な
い
方
、
事

実
上
の
婚
姻
関
係
が
あ
る
方
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

問

子
育
て
支
援
課 

児
童
福
祉
係

�

（
滝
）
内
１
３
３

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
等
の
手

当
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　

全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
伴

い
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
の
手
当
額
が
左

記
の
と
お
り
全
国
一
斉
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

手当名 令和２年
３月分まで

令和２年
４月分から

児童扶養手当
全部支給 42,910 円 43,160 円

一部支給
42,900 円

～ 10,120 円
43,150 円

～ 10,180 円

手当名 令和２年
３月分まで

令和２年
４月分から

特別児童扶養手当
１級 52,200 円 52,500 円

２級 34,770 円 34,970 円

特別障害者手当等

特別障害者手当 27,200 円 27,350 円

障害児福祉手当 14,790 円 14,880 円

経過的福祉手当 14,790 円 14,880 円

問 子育て支援課　内１３３

問 社会福祉課　内１３７
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北茨城市役所　☎43-1111

健
診
・
相
談
な
ど
の
お
し
ら
せ

■
乳
幼
児
健
康
診
査

▽
と
き

・
４
カ
月
児
健
康
診
査

　

４
月
16
日

、
５
月
21
日


・
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

　

４
月
24
日


・
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

　

５
月
７
日


・
３
歳
児
健
康
診
査

　

４
月
10
日

、
５
月
８
日


※
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も

　

午
後
０
時
45
分
～
１
時
15
分

▽
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

■
育
児
相
談

　

（
５
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
、
要
予
約
）

▽
と
き　

４
月
22
日


　

午
前
９
時
30
分
～
10
時

▽
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
問

健
康
づ
く
り
支
援
課 �

内
１
９
６

■
移
動
児
童
相
談

▽
と
き

　

４
月
８
日

、
５
月
13
日


　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

大
津
子
ど
も
の
家

問

子
育
て
支
援
課�

内
１
３
２

■
茨
城
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

　

プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話

�

☎
＃
８
０
０
０

　

す
べ
て
の
電
話

�

☎
03

－

６
６
６
７

－

３
３
７
７

�

（
24
時
間
３
６
５
日
対
応
可)

子育て支援センターのご案内子育て家庭を応援します

【４月、５月の主な予定】　対象：０歳～

中郷子どもの家 磯原子どもの家 エンゼル AIAI

開設
日時

月曜日～金曜日（祝日除く）
４月から変更になります

月曜日～金曜日、日曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～土曜日
（祝日除く）

午前９時～午後４時 午前９時～午後４時 午前10時～午後３時 午前９時30分～午後４時

イ
ベ
ン
ト
日
時
と
内
容

■午前10時30分～11時30分 ■午前10時30分～11時30分 ■午前10時～正午 ■午前10時～11時30分

４　

月 ４月末まで休止

５　

月

1日

母の日制作

8日 お誕生日会 ７日 母の日制作 8日 戸外遊び（しゃぼん玉）

8日 12日 身体測定 12日

小麦粉粘土

7日 ５月の木 14日 親子交流会（要予約）15日

問い合
わせ先 ☎42－2183 ☎44－6330

☎42－0737
（磯原保育園内）

☎46－5811
（大津保育園内）

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、全てのセンターを休止し
ています。
再開の時期については、各センターへお問い合わせいただくか、
市ホームページをご確認ください。



19 18
広報 きたいばらき 4 月号 広報 きたいばらき 4 月号

【
操
業
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
】

　

昭
和
７
年
に

創
業
し
ま
し

た
。
本
社
は
東

京
都
大
田
区
に

あ
り
ま
す
。
平

成
４
年
に
福
島

県
広
野
町
に
工

場
を
移
転
し
て

操
業
し
て
い
ま

し
た
。
震
災
後

の
平
成
25
年
に

中
郷
工
場
の
操

業
を
開
始
し
、

現
在
で
は
こ
ち

ら
の
工
場
が
主
力
工
場
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

【
ど
の
よ
う
な
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
か
】

　

当
社
は
工
業
炉
用
の
耐
火
物
、
電
子
部

品
製
造
用
の
窯
道
具
を
製
造
し
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す

し
、
日
常
生
活
で
目
に
す
る
機
会
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
社

の
製
品
は
皆
さ
ん
が
日
常
で
使
用
し
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
等
の
電

子
機
器
の
中
に
使
わ
れ
て
い
る
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
の
電
子
部
品
や
自
動
車
の
金
属
部
品

を
つ
く
る
時
に
は
必
ず
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
会
社
の
特
色
は
何
で
す
か
】

　

当
社
は
汎
用

品
を
ほ
と
ん
ど

製
造
し
て
い
ま

せ
ん
。
お
客
様

か
ら
図
面
を
頂

き
、
使
用
す
る

条
件
を
確
認
し

て
、
お
客
様
専

用
の
製
品
を
１

ケ
か
ら
で
も
短

納
期
で
受
注
生

産
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
当
社
の
製
品
は
非
常
に
高
い
温
度

で
焼
成
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
耐
火
物
製
品
を
製
造
で
き
る
の
は
日
本

国
内
で
数
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

【
地
域
と
の
関
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
】

　

中
郷
工
場
は
約
35
名
の
従
業
員
が
働
い

て
お
り
、
現
在
、
新
卒
採
用
・
中
途
採
用

共
に
地
元
の
方
を
中
心
に
採
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
も
と
も
と
広
野
工
場
で
働
い

て
い
た
従
業
員
の
多
く
も
北
茨
城
市
に
転

居
し
て
勤
務
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
中
・
高
校
生
向
け
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
／
就
業
体
験
や
小
学
生
向
け
の

工
場
見
学
等
を
受
け
入
れ
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
茨
城
市
の
企
業
紹
介
４

南
中
郷
工
業
団
地
編

株
式
会
社
ク
ラ
タ
耐
火
物
（
中
郷
町
日
棚
）

　

こ
の
掲
載
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
観
や
、
そ
れ

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
域
の
繋
が
り

に
も
目
を
向
け
て
、
関
本
町

小
川
地
区
で
月
一
回
開
催
さ

れ
て
い
る
介
護
予
防
教
室
に

参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
健
康
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

「�

お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
暮
ら

し
て
い
け
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
」

―
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

月
一
回
の
介
護
予
防
教
室
の
他
に
、
特

別
に
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
体
を
動
か
す
と

い
う
こ
と
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
家
庭
医

療
セ
ン
タ
ー
の
定
期
巡
回
診
療
が
週
に
一

度
あ
り
、
診
察
を
受
け
る
人
は
集
会
所

に
集
ま
る
の
で
す

が
、
こ
こ
で
み
ん

な
と
顔
を
合
わ
せ

る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
集

ま
っ
て
会
話
す
る

こ
と
で
頭
の
体
操

に
も
な
る
し
、
気

持
ち
も
晴
れ
や
か

に
な
り
ま
す
ね
。

こ
れ
が
私
た
ち
の

元
気
の
源
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

―
皆
さ
ん
が
思
う
健
康
（
幸
せ
）
と
は
な

ん
で
し
ょ
う

　

若
い
人
を
あ
て
に
せ
ず
に
、
自
分
た
ち

で
出
来
る
こ
と
は
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う

気
概
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
小
川

地
区
の
住
民
は
何
十
年
も
互
い
に
助
け
合

い
な
が
ら
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
の

住
民
の
多
く
は
個
人
の
生
活
の
こ
と
だ
け

で
は
な
く
て
、
地
区
全
体
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
お
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
こ

と
は
、
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
お

互
い
に
気
心
が
知
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

気
兼
ね
な
く
自
由
な
生
活
を
送
れ
て
い
ま

す
。

―
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
対
す
る
心
構
え

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

小
川
地
区
は
立
地
上
、
簡
単
に
病
院
に

か
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
自
己
管

理
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か

ら
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
し
、
少
し
調
子
が
悪
い
場
合
は
、
置
き

薬
な
ど
を
活
用
し
て
何
と
か
自
分
で
乗
り

越
え
よ
う
と
も
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
、
私
た
ち
は
長
年
自
分
の
体

と
向
き
合
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
自
分
の

体
の
こ
と
を
よ
く
分
か
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
本
当
に
調
子

が
悪
い
時
に
は
病
院
に
行
き
ま
す
し
、
個

人
の
判
断
も
本
当
に
正
し
い
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
家
庭
医
療

セ
ン
タ
ー
の
先
生
が
定
期
巡
回
診
療
で
診

察
に
来
て
く
れ
る
の
は
と
て
も
安
心
で

す
。
何
十
年
も
前
か
ら
こ
れ
が
こ
の
地
区

の
医
療
の
ス
タ
イ
ル
な
の
で
、
週
一
回
の

巡
回
頻
度
で
十
分
満
足
し
て
い
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
】

　

�

北
茨
城
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

　

�

筑
波
大
学
医
学
医
療
系
地
域
総
合
診
療
医
学

　

講
座　

川
田　

尚
吾

問
元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

�

（
菊
池
）
☎
44

－

７
１
１
１

私「たち」の

健康づくり



●今後の目標を教えてください
　１学年ちがうのは、とてもパワーという面で差がつきますが、総
体では、その差を感じさせないプレーをして１勝でも多くとり、県
北大会に行けるようにしたいです。

●これから部活動を決める新入生の皆さんにメッ
　セージをどうぞ
　野球をやったことのある人もない人も、ぜひ野球部に入って楽
しい先輩と野球をしましょう。

●部長さんから部員の皆さんへメッセージをどうぞ
　一緒に野球をできる日数は残り少ないけど、１試合１試合を大
切にし、総体では笑って終われるように頑張ろう！

●最後に顧問の竹内先生から部員の皆さんにひと言
　お願いします
　総体まであと２カ月です。練習が出来ない期間もあったけど、残
りの時間を大切にし、目標に向かって頑張ろう！全員野球！！
　新入生の皆さんも、ぜひ
一緒に野球をやりましょ
う！優しい先輩と楽しい３
年間を過ごしましょう！
　経験者、初心者関係なく、
たくさんの入部待ってまー
す！！

●部の雰囲気や魅力を教えてください
　３年生が１人で、２年生が12人というほぼ２年生のチームなの
で、とてもにぎやかでみんな仲がいいです。

●心に残っているエピソードを教えてください
　２年生のころ、同じ年生の選手がたくさんいる相手チームに
勝ったときはとてもうれしかったです。

●運営で大変なことはありますか
　３年生が自分一人だということで、たよれる同級生がいないの
で、そこが大変です。
　また、運営ではなく試合の面ですが、２年生が多いチームなので
パワーがまだまだありません。そのぶん、体づくりや、声をかけ
あったりして、サインプレーを大切にしています。

磯原中学校 野　球　部

部長

真壁 優誠さん

２年生12人、３年生１人の計13人が竹内 智哉先
生、横倉 浩樹先生指導のもと日々活動しています。

部長さんに

お話を

聞きました
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診療科 月 火 水 木 金

外来

午前

大澤 大澤 吉本（第 1・2・4）
中山（第1・3・5）
梶川（第1・3・5）

大澤

横谷 横谷 中山 大澤（第2・4） 梶川

－ － 梶川（第1・3・5） 飲酒量低減外来(吉本) －

午後

大澤 横谷 吉本（第 1・2・4） 中山 ※横谷／吉本／梶川

梶川 梶川 横谷（第1・3・5） 梶川 大澤

－ － 梶川（第1・3・5）
斉藤（第1・3・5）
吉本（第2・4）　

－

訪問
午前 ○ ○

△
（週によって異なります）

○ ○

午後 ○ ○ ○ ○ －

応募職種 臨床検査技師 看護師

採用人数 １人 ６人程度

試験日 令和２年５月 16 日㈯
第１次試験：５月 16 日㈯
第２次試験：６月 ６日㈯

選考方法
筆記試験（専門試験、作文試験、適性検査）

および面接試験

第１次試験：筆記試験
（看護師適性検査、作文試験、適性検査）

第２次試験：面接試験

採用予定日 令和２年７月１日 令和３年４月１日

応募締切
令和２年４月22日㈬

※郵送の場合は、当日消印有効。封筒に「願書在中」と朱書きのこと。

◎１カ月の診療体制表は受付に準備していますので、お気軽にお声掛けください。　� 　問 家庭医療センター　☎４３－１１３１

　申 問 〒 319-1711　北茨城市関南町関本下 1050
　　　北茨城市民病院　総務課（鈴木、長久保、川合）☎ 4 ６―１１２１　内２１０４

※詳しい受験資格、勤務条件、提出書類等については、市民病院ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

� ※交代制

●外来・訪問診療のご案内　※学会等で休診、変更となる場合があります。 令和２年４月1日現在

北茨城市民病院附属　家庭医療センターの診療体制

市民病院職員募集
市民病院では、下記期日に採用する職員を募集しています。

【受付時間】	 午前／8時30分から11時30分まで　午後／1時30分から4時まで
【診 療 科】内科、小児科、※心療内科(※予約制)　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始

市民病院診療体制変更のお知らせ
４月から、眼科及び皮膚科の常勤医師による診療と痛み外来（ペインクリニック）を開始します。

痛み外来（ペインクリニック）治療対象：整形外科等の痛み全般に対する処方、ブロック注射 等

問 市民病院 医事課（加藤、井上）☎４６－１１２１　内２２５５
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	 　問市民病院 　医事課　（加藤、井上）☎ 46-1121 内 2255

北茨城市民病院診療体制
【再来受付時間】	午前：８時から11時まで　初診は8時30分から11時まで
	 （午後：受付時間は各診療科の下に記載）
【休診日】	第２・第４土曜日、日曜、祝日	

診療科 月 火 水 木 金 土 ( 第 1,3,5) 入院

内 科
午後は予約のみ

午前
初診 石橋・山本 石橋・大澤 ( さ )

植田 (1・4)
植草 (2・3)
宮本 (2・5)

植草・大澤 ( さ ) 植草・宮本 当番制

○予約 植草・藤枝
大澤 ( さ ) 藤枝・山本 藤枝・横谷 

植草（1･4） 石橋 藤枝・大澤 ( さ ) 石橋

午後 予約 植草・藤枝　 宮本 植草（第 5 除く） 
藤枝 植草・石橋 藤枝・宮本 *

循環器内科
予約のみ

午前 山尾　　　 山尾 * 山尾 非常勤（第 3） 山尾・油井
○午後 山尾　　　 * 油井 

14:00 ～16:00 山尾 非常勤（第 1） *
禁煙外来 * * * * * 油井 *

動脈硬化外来　
14：00 ～16：00 * * 油井 * * * *

呼吸器科
予約のみ

午前 * * * * 非常勤（第 2） * *
ＳＡＳ（睡眠時無呼吸）外来 * * * * 石橋 *

外 科
診察開始時間は 

医師名下段に記載
午後は予約のみ

午前 担当医
10:00 ～

非常勤 
９:30 ～

【手術日】

田口
山﨑（２・４） 

10:00 ～ 
小池（敏） 

９:00 ～【手術日】

山﨑
10:00 ～

田渕 
９:00 ～ 
小出

10:30 ～

田口
窪木

10:00 ～

小出
（２・４・５）
10:30 ～

担当医
10:00 ～

○

午後 小出 手術日 *
小出

宇佐美
（1・3・5）

田口
窪木 *

乳腺外来
13：30 ～15：00 * 非常勤（第４） 長塚（1・3） * * * *

産婦人科
13：00 ～ 16：00

午前 小池（数） 小池（数） 小池（数） 小池（数） 井上 小池（数） ○
婦人科のみ午後 * 小池（数） * * * *

眼 科
13：00 ～ 16：00

午前 今留 * 今留 今留 今留 今留
○午後 今留 * 今留 今留

（1・3・5）
手術

（２・４） 今留 *

小児科
午後は予約のみ

午前 小宅 平木（1・3・5）
小宅（2・4） 平木 小宅 平木 *

*健診・注射 予防注射 
小宅 （午後） *

乳児健診 
平木 （午後）

予約外来        
小宅 （午後）

予約外来 
平木 （午後） *

専門外来 * *
神経外来 

浜野 *
心臓外来 

堀米（第４午後） *

泌 尿 器 科
13：00 ～ 15：00

午前 * * 黒田 * * * *午後 * * 黒田 * * *
脳神経外科

13：00 ～ 14：30
第 4 木曜日のみ

13：00 ～ 14：00

午前 * 杉山（１・３） 遠藤（１・３） 楠（１・２・４） 金子 *
*午後 * * * 楠（１・２・４） 金子 *

しびれ外来
9：00 ～11：00 * * 遠藤（１・３） * * *

整形外科
診察開始時間は 

医師名下段に記載
13：00 ～ 15：00

午前 山口 
９:30 ～

塩飽 
９:30 ～

稲垣 
９:30 ～

木原 
９:30 ～

井ノ上 
９:30 ～ *

*
午後 山口 塩飽 稲垣 木原 井ノ上 *

耳鼻いんこう科
13：00 ～ 14：30

午前 * 松本 * 宮本 小海（1・4） 非常勤
*午後 * 松本 * 宮本 小海（1・4） *

皮膚科
13：00 ～ 16：00

午前 倉持 橋本 橋本 倉持 橋本 橋本
要相談午後 倉持 橋本 橋本 褥瘡外来

（2・4） 手術・検査 橋本 *

歯科口腔外科 
13：00 ～ 16：00

診察開始は 
13：30 ～

午前 長井・長谷川
大森 長井 長井・長谷川 長井

長谷川
福澤

(2・4・5)

手術
(1・3)

内田・長谷川 長井・長谷川
○

午後 長井・長谷川
大森

長井
（萩原） 長井・長谷川 内田・長谷川 *

麻酔科
痛み外来

( ペインクリニック )
13:00 ～16:00

* * * * 洪 ( 第 3) * *

小 児 科
( 救急）

県北地区小児救急は、日立総合病院 ( ☎ 0294-23-1111) に集約されています。 
救急受診の際は日立総合病院に電話連絡が必要です。

整 形 外 科　　月～金曜日は東京慈恵会医科大学附属病院の医師による診療です。
循環器内科 第１・３金曜日は茨城県立中央病院の医師による診察です。
呼 吸 器 科 第２金曜日は茨城県立中央病院の医師による診察です。
外 科 火・水曜日は手術日の為、診察までお待たせする場合があります。

歯科口腔外科 紹介状をお持ちの方優先です。混雑状況によっては受診できない場合がありますので、
事前にご確認ください。毎週木曜日は手術日です。

当院へ受診変更希望、他院からのご紹介の場合は診療情報提供書を持参してください。

令和２年４月１日現在

●外来担当医のご案内　※　　 (網かけ)は再診予約です。

『完全面会禁止』
のお願い

●各科からのお知らせ
　新型コロナウイルス感染症
対策として、『完全面会禁
止』とさせていただいており
ます。
　入院患者さんの命を感染症
から守る厳戒態勢の措置です
ので、ご迷惑をおかけいたし
ますが、皆さんのご理解とご
協力をお願いします。
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。
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り
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放射能測定結果
非破壊放射能検査

農産物等の放射性物質濃度測定

市内の放射線量の測定

市内で生産され市場に流通する水産物、農産物の非破壊放射能検査を行っています。
（個人消費の水産物、農産物は検査対象になりません）
◆２月25日～３月21日までの検査結果

項目 検査
件数

検査結果
基準値超過 測定品目

水産物 2 0 サワラ

◆２月18日～３月16日の測定結果（放射能対策プラザにて測定）
項　目 測定

件数
検出件数

測定品目
基準値以内 基準値超過

肉、卵類 ２ ２ ０ 猪肉

※�一般食品（水産物）の放射性物質の基準値

は100Bq/Kgです。

※�検査結果の詳細は市のホームページで公表し

ています。

問農林水産課 水産振興係（村山）� 内３８２

※�測定を実施した品目について、基準値以内で検出

された品目は「猪肉」です。

※�基準値超過は、飲料水は10ベクレル／ kg、それ以

外は100ベクレル／ kgを超えた件数です。

問生活環境課 環境政策係（佐藤） 内３７３
　放射能対策プラザ　☎４２－０４０３

①屋外体育施設（地上50cm）

測定場所 測定値
1月10日、17日

市民サッカー・
ラ グ ビ ー 場 0.05
市 民 球 場

（磯原地区公園野球場） 0.04
磯 原 地 区 公 園
テ ニ ス コ ー ト 0.06
石 岡 ス ポ ー ツ
広 場 0.07
雨 情 の 里
ス ポ ー ツ 広 場 0.06
雨 情 の 里
テ ニ ス コ ー ト 0.06
関南ゲートボール・
クロッケーコート 0.07
北 部 ス ポ ー ツ
広 場 0.06
大 津 ス ポ ー ツ
広 場 0.08

②保育所・保育園など
� （地上50cm）

測定場所 測定値
1月10日、17日

関 本 保 育 所 0.06

み な み 保 育 園 0.07

磯 原 保 育 園 0.07

大 津 保 育 園 0.06

中 郷 保 育 園 0.06

中郷子どもの家 0.07

大津子どもの家 0.06

③福祉センター（地上１m）

測定場所 測定値
1月10日、17日

心 身 障 害 者
第1福祉センター 0.05

心 身 障 害 者
第2福祉センター 0.07

◆常設型モニタリングポスト
　（設置場所：市役所玄関わき）
　２月22日～３月23日の測定値
　・最大値　0.075 （３月14日）
　・最小値　0.064 （３月15日）

◆水道水の測定結果
　�浄水、原水とも放射性物質は検出
されていません。

◆放射線量測定器の貸し出しと
　食品の放射能検査について
　�放射能プラザ（中郷多目的集会所
内）で受け付けています。

※測定値の単位は、すべて
　マイクロシーベルト／毎時です。

問  
①は生涯学習課� 内 420
②は子育て支援課� 内 132
③は社会福祉課� 内 138

※環境省の定める除染を実
　施する要件は、平均 0.23
　マイクロシーベルト／毎時
　以上です。

消
防
団
詰
所
完
成
！

消
防
団
機
械
器
具
置
場
引
渡
式

　

消
防
団
第
２
分
団
２
部
の
詰
所
が
、

中
郷
町
粟
野
地
内
、
中
郷
ふ
る
さ
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
脇
に
新
築
さ

れ
、
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
部
は
、
高
萩
の
市
境
、
中
郷
工
業

団
地
一
帯
を
管
轄
し
て
お
り
、
日
棚
・

粟
野
地
区
の
防
災
拠
点
と
し
て
地
域
住

民
の
安
全
を
守
り
続
け
ま
す
。

問

消
防
本
部 

総
務
課

�

（
神
白
）
☎
42

－

０
１
１
９



23 22
広報 きたいばらき 4 月号 広報 きたいばらき 4 月号

北茨城市役所　☎43-1111

車
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す
の
寄
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に
つ
い
て

　

２
月
26
日
、
北
茨
城
市
商
工
会
女
性
部

（
部
長 

藤
田 

孝
子
氏
）
か
ら
、
車
イ
ス

１
台
が
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
女
性
部
で
は
、
平
成
10
年
度
か

ら
毎
年
、
市
民
夏
祭
り
や
港
ま
つ
り
の
収

益
金
か
ら
、
地
域
の
福
祉
行
政
に
貢
献
し

た
い
と
、
車
イ
ス
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
寄

贈
し
て
お
り
、
寄
贈
さ
れ
た
車
イ
ス
等

は
、
市
役
所
正
面
玄
関
や
市
民
病
院
な
ど

各
施
設
に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

問

市
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
42

－

０
７
８
２

び
ば
じ
ょ
い
ふ
る

全
４
５
０
冊
の
寄
贈

　

２
月
26
日
、
桂
木
な
お
こ
氏
か
ら
、

「
び
ば
じ
ょ
い
ふ
る
」
４
５
０
冊
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
が
編
集
長
を
務
め
た

「
び
ば
じ
ょ
い
ふ
る
」
は
昭
和
54
年
７
月

発
行
の
創
刊
号
か
ら
昨
年
12
月
発
行
の
最

終
号
ま
で
40
年
の
長
き
に
渡
り
、
北
茨
城

市
な
ら
び
に
県
北
地
域
の
出
来
事
や
催
し

物
、
人
物
等
の
様
々
な
内
容
を
伝
え
て
き

た
タ
ウ
ン
誌
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
４
５
０
冊
は
、
市
立
図
書

館
の
郷
土
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
可
能
で
す
。

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
上
で
貴
重
な

資
料
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
大
切
な
想
い
出
も
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

市
立
図
書
館�

☎
42

－

１
４
５
１

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

第
８
回 

市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▽
と
き　

５
月
13
日


▽
と
こ
ろ

　

雨
情
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

▽
申
込
方
法

　

４
月
29
日

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

第
64
回 

市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▽
と
き

　

５
月
９
日
 

中
学
生
の
部

　

５
月
30
日
 

高
校
・
一
般
の
部

▽
と
こ
ろ

　

磯
原
地
区
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
申
込
方
法

　

４
月
28
日

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

申
問

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

�
�

内
４
２
１
、
４
２
２

海
洋
セ
ン
タ
ー
・
市
民
プ
ー
ル

清
掃
員
お
よ
び
監
視
員
募
集

【
施
設
清
掃
員
】

▽�

募
集
基
準　

市
内
在
住
の
方
（
18
～
70

歳
）
※
高
校
生
不
可

▽
募
集
人
数　

海
洋
セ
ン
タ
ー 

２
人

▽
勤
務
期
間　

６
月
１
日
～
７
月
22
日

▽
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

▽�

時
給

　

８
５
０
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽
申
込
締
切　

５
月
24
日


※�

申
込
方
法
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

面
接
日
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

【
監
視
員
】

▽�

募
集
基
準　

市
内
在
住
も
し
く
は
在
学

し
て
お
り
、
泳
ぎ
に
自
信
の
あ
る
方

（
16
～
70
歳
）
※
高
校
生
以
上

▽
募
集
人
数　

　

海
洋
セ
ン
タ
ー 

10
人
程
度

　

市
民
プ
ー
ル　

 

15
人
程
度

▽
勤
務
期
間

　

海
洋
セ
ン
タ
ー�

６
月
20
日
～
８
月
31
日

　

（
７
月
23
日

ま
で
は
土
日
祝
の
み
）

　

市
民
プ
ー
ル�

７
月
23
日
～
８
月
23
日

▽
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽�

時
給

　

８
５
０
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽�
申
込
方
法　

海
洋
セ

ン
タ
ー
は
５
月
31
日


ま
で
市
民
プ
ー
ル

は
６
月
30
日

ま
で

に
履
歴
書
を
郵
送
ま

た
は
直
接
左
記
へ

申
問

〒
３
１
９

－

１
５
４
１

　

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
１
２
０
６

－

１

　

（�

磯
原
地
区
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
）

　

�

市
体
育
施
設
指
定
管
理
者 

ミ
ズ
ノ
グ

ル
ー
プ
（
白
石
、
三
田
）

�

☎
44

－

３
０
９
０
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おしらせ掲示板 北茨城市役所　☎43－1111
INFORMATIONINFORMATIONおしらせ掲示板 北茨城市役所　☎43－1111
INFORMATIONINFORMATION

お
知
ら
せ

I N
F O R

M A T I O N
北茨城市役所　☎ 43－ 1111

通
り
ゃ
ん
せ 

敬
老
招
待

案内
　

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
今

年
も
『
中
郷
温
泉 

通
り
ゃ
ん
せ
』

へ
の
招
待
券
を
贈
呈
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
防
止
で
休
館
期
間

が
生
じ
た
た
め
、
令
和
元
年
度
招

待
券
（
令
和
2
年
３
月
31
日
ま
で

の
券
）
は
、
引
き
続
き
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

※�

招
待
券
は
４
月
上
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
詳
細
は
招
待
券
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問�

高
齢
福
祉
課 

高
齢
者
支
援
係

�

（
亀
岡
）
内
１
２
４

認
知
力
ア
ッ
プ
教
室

最
近
物
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

募集
　

２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の

方
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症

を
進
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
「
認
知
機
能
」
を
高
め
て
お
く

こ
と
が
有
効
で
す
。

　

認
知
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
た
め

の
対
策
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
良

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
物
忘
れ

が
気
に
な
る
方
に
お
す
す
め
の
全

８
回
コ
ー
ス
の
教
室
で
す
。
軽
い

運
動
と
、
楽
し
い
脳
の
体
操
等
を

行
い
な
が
ら
認
知
症
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

５
月
28
日
～
７
月
16
日

（
毎
週
木
曜
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

受
付

：

午
前
９
時
30
分
～

▽
と
こ
ろ　

元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
対
象
者

　

�
物
忘
れ
な
ど
が
気
に
な
る
方
で
、

医
師
か
ら
運
動
の
制
限
を
受
け

て
い
な
い
方
。
で
き
る
だ
け
全

日
程
参
加
で
き
る
方
。

▽
募
集
人
数　

15
人
（
抽
選
）

▽�

内
容　

ミ
ニ
講
座
、
軽
い
運
動
、

頭
の
活
動
等

▽
用
意
す
る
も
の

　

�

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

動
き
や
す
い
服
装
と
靴

▽�

申
込
方
法　

４
月
24
日

ま
で

に
電
話
で
左
記
へ

申
問�

元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

�

（
鈴
木
）
☎
44

－

７
１
１
１

前
期
乙
４
類
危
険
物
取
扱

者
試
験
準
備
講
習
会

案内▽
と
き　

６
月
３
日

～
５
日


　

午
後
６
時
～
９
時

▽
と
こ
ろ　

消
防
本
部

▽
講
習
科
目

　

基
礎
物
理
お
よ
び
基
礎
化
学

　

危
険
物
に
関
す
る
法
令

▽
受
講
料

　

北
茨
城
市
危
険
物
安
全
協
会 

　

�

会
員
３
千
円
、
非
会
員
５
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

▽�

申
込
方
法　

５
月
29
日

（
土

日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）
ま
で
に
受

講
料
を
添
え
て
左
記
へ

▽
日
立
会
場
試
験
に
つ
い
て

・
と
き　

６
月
21
日


・
と
こ
ろ　

茨
城
大
学
工
学
部

・
願
書
受
付
期
間

　

書
面
申
請

　

５
月
７
日

～
18
日


　

電
子
申
請

　

５
月
４
日

～
15
日
 

問�

消
防
本
部 

危
険
物
係

�

☎
42

－

０
１
１
９

日
立
労
働
基
準
監
督
署
の
電
話
が

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
に
変
わ
り
ま
す

案内
　

日
立
労
働
基
準
監
督
署
の
電
話

が
部
署
直
通
に
な
り
ま
し
た
。
各

部
署
の
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
監
督
（
第
一
、
二
方
面
）

　

０
２
９
４

－

22

－

５
１
８
７

▽
安
全
衛
生
（
第
三
方
面
）

　

０
２
９
４

－

88

－

３
９
８
０

▽
労
災
（
労
災
課
）

　

０
２
９
４

－

88

－

３
９
８
１

▽
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

０
２
９
４

－

88

－

３
９
７
７

※�

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
（
０
２
９
４

－

22

－

５
１
８
９
）
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん

問�

日
立
労
働
基
準
監
督
署

�

業
務
課
（
木
村
）

�

☎
０
２
９
４

－

22

－

５
１
８
７

令和２年度　スクエアステップエクササイズ教室のお知らせ
　体力の向上、転倒リスクの低減、認知機能の若返りも期待できるスクエアステップ。

　横に４個、縦に10個並んだ１辺 25ｃｍの正方形が描かれたマットの上を指導者のステップをまねて、足踏み（ス

テップ）を行う運動プログラムです。介護予防の新しいエクササイズに挑戦してみませんか？

申 問元気ステーション　☎４４－７１１１

会場
ふれあいセンター 生涯学習センター

①午前の教室 ②午後の教室 ③午前の教室 ④午後の教室

とき
初回　５月14 日㈭ 初回　５月 20 日㈬

各会場　年 24 回開催

時間 【午前の教室】10 時～ 11時 30 分　　【午後の教室】１時～２時 30 分

内容 健康運動指導士によるスクエアステップを中心とした運動と健康講話、体力測定等

募集対象
おおむね 65 歳以上で、医師から運動の制限を受けていない方
できるだけ継続して参加できる方

募集人員 各会場とも 40 人程度 参加費 無料

持ち物 タオル、飲み物、室内用運動靴、動きやすい服装

申込方法 ４月 20 日㈪～４月 28 日㈫に電話で下記へ
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おしらせ掲示板 北茨城市役所　☎43－1111
INFORMATIONINFORMATION

市立図書館

新 刊 図 書
４
月

－April －

４月 - ５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 5/1 2

3 4 5 6 7 8 9

 は休館日です。

●晴れの日散歩� 角田　光代

●三年長屋� 梶　よう子

●群れない生き方� 曾野　綾子

●ごんべえだぬき� 川端　　誠

●はるといえば…� 新井　洋行

●てのひらに未来� 工藤　純子

☆図書館おはなし会☆
　４月８日㈬ 、15日㈬ 、22日㈬
　５月６日㈬
　午前10時 ～10時30分

☆メリアンさんの英語のおはなし会☆
　４月25日㈯　午前10時～ 10時30分
☆エプロンシアター☆
　４月11日㈯　午前10時～ 10時30分

　　☆ぽっぽのおはなし会☆
４月29日㈬　午前10時 ～11時

※�最新の情報については、図書館のホーム
ページをご確認ください。

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話 ☎＃8000
すべての電話 ☎03-6667-3377

茨城おとな救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話 ☎♯7119
すべての電話 ☎03-6667-3377

24時間
365日
対応可

市立図書館　☎ 42-1451

診療時間  午前９時～午後５時

４/12	 なかの循環器科内科クリニック
	 ☎ 30-1002（中郷町）

４/29	 かもめ・大津港クリニック
	 ☎ 46-0133（大津町）

５/ ５	 北茨城クリニック
	 ☎ 46-5101（大津町）

４/19	 市民病院
	 ☎ 46-1121（関南町）

５/ ３	 市民病院
	 ☎ 46-1121（関南町）

５/ ６	 家庭医療センター
	 ☎ 43-1131（中郷町）

４/26	 荒川内科医院
	 ☎ 43-2288（磯原町）

５/４	 あおぞらクリニック
	 ☎ 30-7770（中郷町）

５/10	� 瀧病院
	 ☎ 42-1221（磯原町）

休日の

当番医

固定資産税　４月 30 日㈭
今月の
納税

★無料相談★ 行 政 書 士 相 談 法 律 相 談 司 法 書 士 相 談

と 　 　 き 5月7日㈭午後１時～５時 ５月11日㈪午前10時～午後４時30分 ５月25日㈪午後１時～４時
と こ ろ い ず れ も 市 役 所 ４ 階 会 議 室

申 込 方 法 指定の電話予約開始日の午前8時30分～ 9時10分までは予約専用電話４３－２３２４へ
以降は下記へお申し込みください。※相談時間の指定はできませんのでご了承ください。

電話予約開始日 ４月27日㈪ ４月30日㈭ ５月18日㈪
備 　 　 考 行政書士による相談（相談時間40分） 弁護士による相談（相談時間20分） 司法書士による相談（相談時間40分）
内 　 　 容 相続や遺言、各種行政手続き 土地の問題や金銭貸借、離婚、相続 不動産の名義変更、相続、贈与

各
種
相
談
な
ど

■元気ステーション総合相談窓口
　平日　午前９時～午後７時
　元気ステーション出張相談
　（生涯学習センター）
　４月17日　午前９時30分～ 11時30分
　問元気ステーション　☎44-7111

■いばらき就職支援センター出張相談
　４月21日　午前10時～午後３時
　市役所４階401会議室
　問商工観光課　内３６２

■心配ごと相談
　[地域福祉交流センター ]�
　４月16日、４月30日、５月７日
　[大津町公民館］４月９日、23日、５月14日
　どちらも午後１時～４時
　問社会福祉協議会　☎42-0782

■精神保健相談(要予約)
　４月８日、５月20日
　問健康づくり支援課　内１９６

申 問まちづくり協働課　広報広聴係（鈴木）内１９３

※�新型コロナウイルス
感染症の状況によ
り、中止となる場合
があります。
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総人口… 41,960人( ＋　2) 出 生… 18人 (     －4)
　　男…  20,843人( ±　0) 死 亡… 53人 (   －24)
　　女…  21,117人( ＋　2) 転 入… 113人 (   ＋34)
世帯数…  16,916世帯(＋32) 転 出… 76人 (   ＋21)
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市政に関する提言は…市長へのFAX 30ｰ1350
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！ううちちののア

元気いっぱいの怜くん。
そのニコニコ笑顔は とおちゃん かあちゃんの癒しだよ。
毎日たくさん笑って、毎日少しずつ一緒に成長していこうね。

菊地さん家

中郷町 

山﨑さん家

磯原町

怜くん
れ い

１歳４ヵ月

奏和ちゃん
そ う  わ

３歳

父：友さん　／　母：綾さん

お兄ちゃんとお姉ちゃんが大好きな３兄妹の末っ子。
お姉ちゃんとのプリキュアごっこが大好きです♡
家族みんなに愛されすくすく成長してます。

父：彰さん　／　母：京子さん

表

紙

解

説

　本
格
的
な
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

桜
が
石
岡
の
桜
坂
（
表
紙
写
真
）

や
大
北
川
沿
い
な
ど
市
内
各
地
で

見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　桜
の
ピ
ン
ク
以
外
に
も
菜
の
花

や
タ
ン
ポ
ポ
の
黄
色
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
赤
、
ム
ス
カ
リ
の
青
な

ど
様
々
な
色
彩
の
草
花
た
ち
が
北

茨
城
の
春
を
彩
り
ま
す
。

五浦岬公園のムスカリ 大北川沿いの桜と菜の花

　
　
わ
た
し
は
、
中
郷
第
二
小
学
校

の
五
年
生
で
す
。

　
わ
た
し
達
は
四
年
生
の
頃
、
二

月
に
二
分
の
一
成
人
式
を
し
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
を
教

室
に
ま
ね
い
て
、
歌
を
歌
っ
た
り
、

感
し
ゃ
の
手
紙
を
わ
た
し
た
り
し

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
二
分
の
一

成
人
式
の
中
で
「
わ
た
し
の
将
来

の
夢
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
の
前
で
、
自
分
の
夢
を

発
表
す
る
の
は
、
と
て
も
き
ん

ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

で
も
、
何
回
も
練

習
し
た
の
で
、
ま

ち
が
え
な
い
で
発

表
で
き
ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
夢
は
、

一
番
仲
良
し
の
友

達
と
い
っ
し
ょ
に
、

美
容
師
に
な
る
こ

と
で
す
。
美
容
師

に
な
ろ
う
と
思
っ

た
理
由
は
四
つ
あ

り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
私
が
友
達
と
美
容

師
に
な
る
約
そ
く
を
し
て
い
た
か

ら
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
か
み
の
毛
を
切
っ

た
り
、
洗
っ
た
り
し
た
い
か
ら
で

す
。

　
三
つ
目
は
、
は
さ
み
を
使
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
切
る
の
が
好
き
だ
か
ら

で
す
。

　
四
つ
目
は
、
美
容
室
に
い
っ
ぱ

い
お
客
さ
ん
が
き
て
ほ
し
い
か
ら

で
す
。

　
わ
た
し
が
、
美
容
師
に
な
っ
た

ら
、
美
容
室
は
、
黒
と
白
の
三
階

だ
て
の
建
物
に
し
た
い
で
す
。
中

の
か
べ
の
色
は
、
う
す
い
オ
レ
ン

ジ
色
に
し
た
い
で
す
。
お
客
さ
ん

が
い
っ
ぱ
い
き
た
と
き
の
た
め

に
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所
や
、

大
人
が
待
つ
場
所
も
作
り
た
い
で

す
。

　
わ
た
し
は
、
美
容
師
に
な
っ
て

が
ん
ば
り
ま
す
。

中郷第二小学校 ５年

金田 萌花さん

美
容
師
に
な
り
た
い


